
 資料３  

今後のスケジュールについて（案） 

 

平成 25 年 

○8月 28 日  第１回 気候変動影響評価等小委員会 
 

 ○10 月 31 日 第２回 気候変動影響評価等小委員会 

        １．諸外国の影響評価の事例について 

        ２．日本における既存の将来予測等の事例について 
 

平成 26 年 

 ○１月 20 日 第３回 気候変動影響評価等小委員会 

        １．諸外国の影響評価の事例について 

        ２．日本における既存及び進行中の将来予測等の事例について 

        ３．日本における適応計画策定に必要な機能を持った既存の予測・評価

方法と今後の課題（中間報告）の骨子について 
 

 ○３月頃   第４回 気候変動影響評価等小委員会 

        １．補足的気候変動予測結果の報告と評価、今後の活用について 

         （追加の影響評価の実施について） 

        ２．日本における適応計画策定に必要な機能を持った既存の予測・評価

方法と今後の課題（中間報告）について 
 

        ・中央環境審議会地球環境部会への報告 
 

 ○４月頃   ・「日本における適応計画策定に必要な機能を持った既存の予測・評価方

法と今後の課題（中間報告）」についてパブリックコメントを実施 
 

 ○６月頃   ・パブリックコメントを受けての今後の検討の方向性について 

 

 ○９月頃～  ・影響・リスク評価のとりまとめに向けた検討 

    （順次、小委員会を開催） 

 

平成 27 年 

 ○１月頃   ・パブリックコメントの実施 

        ・「日本における気候変動の影響及びリスク評価に関する報告と今後の課

題（意見具申）（仮）」としてとりまとめ 

        ・中央環境審議会地球環境部会への報告 
 

（その後の予定） 各省における適応策の検討開始（平成 27 年 1 月頃～） 

↓ 
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